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角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




MAIN CHARACTER





武原仁


《魔導師公館》に所属する専任係官。メイゼルを管理する任を受けている。





鴉木メイゼル


元の世界での罪により《地獄》に堕とされた少女。円環体系魔法の使い手。





倉本きずな


十崎家に居候している高校生。





十崎京香


《魔導師公館》の事務官。












　夜は魔法使いの時間だ。


　だから、静かな川かわ面もを蹴けって、下着姿の若い女性が全速力で駆けてゆく。


　――武たけ原はら仁じんは、全力疾走しながら、このあまりにおかしな状況を整理しようとする。


　今は深夜十一時で、若い女が、川幅の広い多摩川のど真ん中の水面を蹴って走っている。ガーターベルトで留とめた黒いストッキングの脚線美は魅力的だが、水上に立てることとは無関係だ。こんなことができるのは、女が魔法使いだからだ。雷いかずちをはなち人間をカエルに変える神話やおとぎ話の主人公たちは、現代も異世界からこの世界を訪れ続けている。そして、異世界人だからこの世界の法など守らず、平気で犯罪に手を染める。


　だから仁は、堤防伝いに、その黒い下着の女性を全身汗だくで追っている。彼は文化庁の非公式機関《魔導師公館》に属する、対魔法使い事件の専任係官。実在自体大っぴらになっていない魔法使いによる犯罪を、取り締まるのが仕事だ。


「……ぁはははは」


　女の笑い声が、直線距離で十メートルほど離れた仁にまで聞こえてきた。墨すみを流したように真っ暗な水面を走る女へと懐中電灯マグライトを向ける。光に照らされた、女の体は血まみれだった。


　この魔女は約三時間前、飲食店へアルバイトの面接へ行き、そこで店長と従業員三名をナイフで惨殺した。返り血を浴びた衣服を脱ぎ捨て、犯人は下着のままで逃走。そして今、仁が多た摩ま川がわの下流へ向かって彼女を追い詰めつつある。


「せんせ、あの子のおしり見すぎだわ！」


　揺れるガーターベルトの尻しりを照らし出していた懐中電灯の光が、唐突に消えた。


「見てねえ！」


「あたしのおしりじゃ、こんなかぶりつきそうな目、しないくせに。せんせの変態」


　仁を責めるかわいらしい声は、彼のおなかの高さからあがっている。見下ろすと長い黒髪とリボンをなびかせ、身長百三十一センチの女の子が、力走する彼のジャケットをつかんでいた。少女は瀟しよう洒しやなサンダルの下に磁力のレールをつくり、スケートさながら優雅に地面をすべる。この恨めしげな表情の鴉あ木ぎメイゼルも魔法使いなのだ。


「……おまえにそんな目をしてたら大問題だよ」


　答える仁は、殺人犯を追いながらの軽口をたしなめはしなかった。鴉木メイゼルは小学六年生だ。本来は戦いに巻きこまれるなどもってのほかの、守られるべき子どもなのだ。


　魔法使いたちの世界には、罪人をこの世界に追放して戦わせる、刻印魔導師という託神裁判の極刑がある。それは《協会》と呼ばれるシステムの敵を百人倒すまで自由になれない、達成者ゼロの死の重罰。武原仁たち専任係官は、治安維持の職務のため、使い捨ての道具としてその刻印魔導師を魔法世界から与えられる。メイゼルも彼らが追う魔女も、同じ〝それ〟なのだ。


「せんせ、あの子のこと、足止めするんでしょ？」


　少女が、魔法で地面をスケートしながら、一本の鉄パイプを手わたしてきた。


「ありがとな。できるだけ、傷つけないようにするよ」


　仁も走りながら受け取ると、街の明かりが星のように落ちた寂しい水面をゆく逃亡者へと狙ねらいをつける。


　メイゼルの足元に、あわい光の魔法陣が展開していた。


「いいわ。投げて」


　仁は槍やり投なげの要領で、堤防から夜の川へとパイプを投とう擲てきする。ぶつけて怪我をさせるのではない。


　金属棒が狙いどおり女の足元の川かわ面もに落ちた瞬間、ばぢりと鈍い破裂音が響いた。感電した女が、足をもつれさせた。水面に高圧電流を流して魚を感電させる漁法と同じ原理だ。鴉木メイゼルのあやつる魔法は電子の操作を得意とする。仁の手を離れ空中を飛ひ翔しようしている間に、少女が金属棒に強い電気を帯びさせたのだ。


　だが、暗い川に女が倒れこもうとしたそのとき、猛烈にイヤな予感がした。


「伏せろ！」


　仁は、キャミソールにデニムのミニスカートの、小学生の体を横抱きにして地面に倒れこむ。次の瞬間、川面の魔女から投擲された金属針が、弾丸のように彼らの真上を抜けて飛び去った。


　背中と肩は盛大にすりむき摩擦熱でやけどをし、顔にはメイゼルの長い黒髪がかぶさってきて窒息しそうになる。一流れの動作の中で、仁は少女を抱えたまま立ちあがる。追跡対象の魔女、揚あげ田たクラリスは、この隙すきに闇やみへ逃げこもうともせず、それどころか距離をつめて突っこんで――――。


　仁はスラックスの内側に隠したホルスターからナイフを抜いて、一挙動で投げた。今度は軽いケガではすまない、確実に動きを止める一撃。八メートル向こうの女の下着の肩紐を断ち切って、ナイフは右肩に根元まで突き立った。魔法を維持できなくなった魔女の体が音をたてて川に沈んだ。


「終わったよ」


「え？　もう？」


　彼の胸の中で、メイゼルが顔をあげる。敵の攻撃をかわしてからせいぜい十秒、真っ暗な水面にはもはや水しぶきひとつ残ってはいない。


　重傷だが致命傷ではない。魔女は、汎はん用よう性せいとしぶとさに定評がある完全大系という魔法を使った。川を走り続けるなら水中呼吸くらいやるのだろうと、まずはメイゼルを立たせてやる。


　彼女が、膝ひざを払って前かがみになった仁の口元に、愛らしい指をのばしてきた。


「せんせ、あたしのリボン、食べちゃってるわ」


　さっき転がったとき、彼が口の端に少女のリボンをくわえてほどいてしまったのだ。長い髪をおろした彼女が、夜の妖よう精せいのように微笑ほほえむ。月光の下、その頰はいまだ桜色に上気して、乱れたキャミソールの肩からむき出しになった肌は夏の果実のようにつややかだ。


「こういうたくましいときのせんせって、世界で三番目に素敵よ」


「あはは、まあ、三番か……」


　シュッと小気味よい音をたて、彼女が黄色のリボンを結びなおす。その両手を頭の後ろに回した仕草が妙におとなっぽかったせいで、仁もそれどころじゃないはずなのに気恥ずかしくなってきた。


「二番目に素敵なのは、小学校で、なんにもうまくできなくて、あたふたしてるせんせ」


　仁は、メイゼルの最低限の教育と監督のため、小学校で先生までしている。教員免許を持っていないからニセ教師なのだが、いろいろあって、そういう羽目になった。


「一番も知りたい？」


　そして小学六年生の魔女は、魂を持ってゆかれそうなほど澄んだ瞳ひとみで、真夜中の太陽みたいに笑うのだ。


「一番大スキなのは……。いつかあたしに心の底から屈服して、くやしいのがうれしい目であたしを見あげてるせんせ」


　どんな未来を想像したか、キャミソールの下の背筋を甘く震わせ、両手で熱っぽい吐息を隠す。几き帳ちよう面めんで責任感の強い鴉木メイゼルという少女に、ひとつ問題があるとしたら、嗜し好こうが嗜虐的サデイステイツクにゆがんでいることだ。


「…………まあ、それはいいとして、そろそろ一分になるな。ちょっと様子を見に潜るから、水面に気をつけといてくれ」


「そうね。さすがにこれで逃げられてたら間抜けだわ……。あ!?　今、助けてくれたときせんせがスリむいた傷、魔法でなおしたげるから、かさぶた剝はがしていい？」


　スラックスを引っ張って仁に視線を要求したメイゼルは、心から楽しみにしているようだ。これがあどけない魔女の、恐怖をやわらげるガス抜きか、ただの性癖か、仁は知らない。


　ジャケットと靴だけを脱いで、仁は防水の懐中電灯マグライトを片手に夜の多摩川に飛びこむ。六月末の水温はまだ低く、暗い水に潜ってライトをつけても、汚れた緑色は数メートル先までしか見とおせない。堤防からはわからなかったが、緑の葦あしの太い茎が密生していて、水中はまっすぐ泳ぐことすらままならなかった。


　汚い川に潜ったまま、植物に引っかかったビニル袋や空き缶をよけ、仁は追っていた魔女の姿をさがす。揚田クラリスの書類上の年齢は二十二歳、仁より二つ年下だ。刻印魔導師の管理施設で二年間生活し、精神が安定しているとして一般社会への順応訓練を許可された。そのわずか五日後、魔女は飲食店から生きた人間を消した。この世界で犯罪に手を染めた刻印魔導師は、即座に〝敵〟とみなされ、こうして狩りたてられる。犯人は、逮捕されて魔法世界へ引き渡されるか、はげしい戦闘のすえ殺されるか。仁は、小さなメイゼルをいつか追わねばならなくなる日が、来ないでくれと祈っている。冷たく静かな川底を泳いでいると、仁はそれがまるで彼らを取り巻く闇そのものに思えてきた。


　懐中電灯を消せば即座に真っ暗になる夜の水中に、仁のナイフを肩に突き立てたまま、魔女はいた。


　まるで人魚だ。


　枯れた葦の茎にからまった若くしなやかな体が、水底の藻になったようにゆうらりと揺れていた。長かった巻き毛が、川の下流へゆく水の流れになびいている。


　豊かな胸を覆っていた下着は外れ、なくなっていた。だが、にわかに赤黒く黒ずんだ水ごしに、仁に劣情をおよぼさせるようなものは何もない。左の乳房から心臓を貫いて、左胸に明らかに致命傷とわかる大穴が開いていたのだ。


　水が唐突に重くなって、彼の体にからみついてきた気がした。何者かから魔法攻撃を受けたわけではない。せいぜい三分前は確実に生きていた魔女の無惨な姿に、たぶん仁の力が抜けたのだ。


　魔法での偽装を疑いつつも、仁は近づいて血の気がうせた犯罪魔導師の首筋に指を当てる。頸けい動どう脈みやくに反応は無い。心臓が砕け散っているのだから当然だ。胸にぽっかり空あいた大穴に早くもはいりこんでいた小さな魚が一匹、驚いて逃げ去った。女は、死んでいた。


　死因を確かめるため、こんな状態で息ひとつ乱さない自分に呆あきれながらも、死体の各部を検分する。女の右手が血まみれだった。そして左胸の致命傷は、懐中電灯を当ててよく見ると、肋ろつ骨こつが内側からの強い圧力で折れていた。魔法で左肺を内側から破裂させたのだ。まず即死。水底に沈んだ後の時間の短さと右手の血からみて、おそらく自殺だろう。


　そして、追跡を終えた彼は、あまりに救いのない水の中から、空気を求めて深夜の川面に浮かびあがる。


「せんせー、どうだったのー？」


　何も知らない少女が、堤防から声をかけてくる。二ヶ月前この世界に堕おとされ、過酷な戦いに立ち向かう彼女は、まだひとりの敵も〝殺して〟はいない。


　仁は、そのあどけない声に、答えを返せなかった。今は闇やみに沈んだ水底を思い出し、なにより怒りがこみあげて、ことばにできなかったのだ。


　あの死んだ魔女の青白い顔は、命をみずから捨てたというのに、救われたように微笑ほほえんでいたから。
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「こんな話があるのを、知ってるか？　一八七二年の十二月に、一ヶ月前出航したマリー・セレスト号が大西洋を漂流しているのを、ある船が発見したんだ。そして船員たちが乗りこんで中の様子を確認したら、そこには誰だれもいなかった。


　船の船長一家と乗員は、煙みたいに消えていたんだ。なのに、マリー・セレスト号の、船長室にあった朝食は食べかけであたたかかった。コーヒーは今までそこに人がいたように湯気を立てていて、調理室では火にかけたまま鍋が煮立ってた。船員の部屋には焼いた鳥が食べかけ。船長の航海日誌には、走り書きが残っていた」


　水中の自殺から一夜明けた朝、武原仁は、さっきまで人がいたような工場事務所をながめていた。出納帳らしいバインダーは開いたままだった。触れると、コーヒーカップはまだ温かい。工場奥のこぢんまりとした事務所の窓は古いすりガラスだ。まどろむ室内を揺り起こすように、やわらかい日光が差す。あるじたちだけが、ここにいない。古い木製の柱に、電動のハト時計が掛かっていた。現在、日曜日の朝の九時四十五分。


　――幽霊船の謎を二十一世紀の日本に再現したかのように、百平へい米べいほどの小さな工場は無人だった。


　この工場の副社長、内藤サミュエルも刻印魔導師だ。そして昨夜魔女が自殺した地点とここは、わずか二百メートルしか離れていない。普通なら事件との関係を疑うべきところだ。ただ仁たちの経験上、地獄堕おちした罪人同士は、おたがいの存在を警戒して、積極的に接触をとらない。刻印魔導師とひとくくりにして呼んではいるが、彼らはそれぞれ別の魔法世界でちがった事情で罪を犯して極刑を受けた、いわば別種の生物のようなものだ。仁が今日、もぬけのカラとなった工場に来たのは、別種のイキモノをすら引き寄せあう何かがあるのか、念のための確認だった。


　足を運んだのが仁だったのは、書類上のこととはいえ彼がサミュエルの生活を監督する立場だからだ。刻印魔導師は、元々リスクのある罪人であるため、専任係官によって管理され、罪を犯せば処分される厳しい決まりに縛られる。そんな制限をつけてまで、一般社会で職につかせて暮らさせているのは、魔法世界はここへ極刑の罪人を遠慮なく堕としてくるが、日本政府には日本を刑場にした覚えはないためだ。だから関係者にはただ《公館ロツジ》と略される魔導師公館は、魔法使いを道具にしない仁に、社会生活に順応できそうな刻印魔導師の管理を書類上まとめてまかせている。罪人というには常識はずれにおさない鴉木メイゼルの保護を、彼がすることになったのもそのせいだ。


「大丈夫か？　家で休んでいてもいいんだぞ」


　メイゼルの目は、寝不足なのだろう、すこし充血していた。


「せんせ、ここの工場にいるのも、刻印魔導師なのよね？」


「そうだ」


　それ以上どうなぐさめてやれるかわからず、仁は知っているうち一番いい可能性を教えてやった。


「こんなふうに魔法使いが行方をくらますこと自体は、ちょくちょくあるんだ。犯罪に関わっていたらそれなりの結果になるけど、そうでなきゃ内藤サミュエルは元の暮らしに戻れるよ」


　言葉をぼかしても、昨夜彼女と同じ境遇の人間がひとり死んだのは事実だ。メイゼルには名前も教えていない揚田クラリスの死で、少女が倒すべき〝百人の敵〟のノルマはひとり減った。今頃はクラリスの管理者だったベテラン専任係官《鬼火》の配下が、あの魔女の身辺に何があったか調べあげているだろう。そして彼女の人生はそこで終わり、あとは一点ぶんの抹殺人数として以外かえりみられない。こんなふうに百体の死体を積みあげて、生き残れば自由になる。それが刻印魔導師という修羅道だ。


　メイゼルが、子どもらしさからぬ静かな目で事務所をながめる。


「そうね……。みんな、たいへんだものね」


「ここの刻印魔導師は、工場の社長の娘さんだったこの世界の女の人と結婚して、六人も子どもがいるんだ。事件に関わってたとしても、家族まで不幸にするようなことはしてないはずだよ」


　救いのない運命を背負う少女が、ぽつりと彼にかえした。


「……なに言ってるの？　せんせ、これ、『夜逃げ』じゃないの？」


　がらんとした事務所の中心で、仁の全身から冷や汗が一気に浮いた。工場ぐるみの夜逃げにも見えたからだ。魔法使いだって、この世界で生きるにはお金が必要だ。借金だってするし、返せなければ最悪逃げる。


「まあたしかに刻印魔導師だって、働いてんだから解雇もあるし倒産もあるさ。だが、いや待て。むしろ落ち着け、俺おれ」


「せんせ、この世界で生きのびたら刻印魔導師がしあわせだなんて、決まってないのよ。ここの魔法使いが、魔法でほしいものをつかめたのは、神話の大昔だけ。あとは好きな人に子どもあつかいされたり、思い通りにならないことばっかりだもの」


　胸に手を当てて主張するメイゼルの視線に刺されて、冷や汗の温度がさらに下がった。事件と関係は薄いと考えながら、仁自身があの魔女の死と、サミュエルを頭のスミで結びつけていたのだろう。短絡的な仁をあざ笑うように、工場の玄関でけたたましいブレーキ音が響いた。


　ガラの悪い男が三人、大またにどやどや工場へと押し入って来た。どう見てもやくざ者だ。


「探せ！　どこかに手がかりくらい残っとる」


「すっからかんかい！　魔法みたいやな、ド畜生が!!」


　基本的に戦うしか能のない対魔法使いの専任係官である武原仁は、悲劇か喜劇かのまっただなかに、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。全身をベルサーチのスーツでかためたやくざが、仁の肩になれなれしく、人を殴りなれた分厚い手を置いた。


「兄ちゃん。借りたもん返さんドアホをコンクリ詰めにしよ思うんやけど、知り合いやったら、どこ逃げたか知らんか」
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　魔法使いの世界がもし存在したとしたら、それはどんなものだろう？


　魔法のもとになる〝何か〟があふれているのだろうか？　それとも、呪じゆ文もんを唱えれば〝何か〟が呼び出される仕組みがあるのだろうか？　現実の魔法は、単純で身もふたもないものだ。魔法使いたちは奇き蹟せきなく存在できない世界の住人だから、魔法を使う。彼らの世界は自然秩序がどこかゆがんでいる。だから異世界にはそれぞれ、ゆがみを足がかりにした魔法があり、世界を支える神がいる。魔法使いたちはみな、そんな異世界からの来訪者だ。


　我々のこの世界は、自然秩序にひずみがなく完全に均衡しているから、魔法も神もない。安定したこの世界の住人は、観測した魔法を破壊してしまうため、普通は生涯魔法を見ることすらない。だから異世界人たちは、ここを奇蹟尽き果てる《地獄》と蔑さげすみ、地獄人を忌まわしい《悪鬼デーモン》とおそれるのだ。


　悪鬼デーモンの人口が六十億にふくれあがった現代では、魔法使いがおおっぴらに魔法を使っても、観測され破壊されるだけだ。だから、もはや彼らはおとぎ話の主役たちではなく、人間として額に汗して自分の問題を解決するしかないのだ。





「せんせ、どういうことか説明してくれない？」


　つまり、玄関のドアを開けると、鴉木メイゼルが仁王立ちで立ちふさがっていた。


　ここは《公館》の高級官僚、十と崎ざき京きよう香かの自宅だ。公館史上最年少の刻印魔導師であるメイゼルは、罪人を集めた官舎が子どもには環境が悪すぎるため、四月からこの十崎家で生活している。だが今、彼女は、仁には見覚えのない子どもたちに、なすすべなくたかられていた。背中まであるきれいな黒髪は、引っ張られてぐしゃぐしゃだ。リボンも小さな手にほどかれて、いまやだらしなく垂れ下がっている。


「くらえ！」


　幼稚園児くらいの男の子に、ふたりがかりで背中によじのぼられそうになったメイゼルが、悲鳴をあげて振り落とす。


「なにしてんの？　無断であたしに痛いことしていいのは、せんせだけなのよ」


　しなやかな人差し指で、悪ガキの額を一発ずつ弾はじく。双子なのだろうか、痛かったのが信じられないとばかりに同じ仕草で目を見開き、そして大声で泣きはじめた。


「なっ、こんなことで泣くの？　もっと耐えてくやしがりなさい。ああもう、鼻水たらしてしかたないわね。なんなの!?　あたしの服になにしようって……いやっ！　鼻かんだ!!」


　顔をまっ赤にした幼稚園児に、小さな魔女は逆襲されていた。大惨事だ。


　仁がたずねる前に、廊下の奥からゆっくりした足音と、歩幅の小さいせかせかスリッパで床をこする音が近づいてきた。


「こら、何してんだ。お嬢さんに失礼すんなって言っただろ」


　彫りが深い、地球基準で言うなら東南アジア系の顔立ちだった。今朝、見事な夜逃げをぶちかました工場経営者にして彼の管理下にある刻印魔導師、内藤サミュエルその人である。


　仁は靴を脱ぐことも忘れて、蛙かえるのように背中をまるめた中年男を呆ぼう然ぜんと見る。奥さんが続いて玄関に来て、不安げに仁の様子をうかがっていた。ぞろぞろと来るは来るは、小学生から乳のみ子まで六人もの小さな子どもが玄関に集まっていた。


　昨夜の揚田クラリスとこの男のことを《公館》で調べていたせいで、今は夜も遅い午後十時半だ。内藤一家がここにいる理由がわからず、仁はまず、根本的な疑問をぶつけた。


「ちょっと待て。おまえら、自分ちの工場から夜逃げしたよな？」


　当の刻印魔導師が、天然パーマの巻き毛の頭を深々とさげる。


「恥ずかしながら、借金こさえて工場にいられなくなっちまったんでさ」


　内藤家の小学二年生の長男が、乳飲み子をかかえていた。その汚れたＴシャツを、小学校にあがったくらいの長女が握っていた。そのほつれたスカートに、さっきメイゼルによじのぼろうとした双子の次男と三男がしがみついている。幼稚園児らしい次女は半泣きで母親に助けを求めていいか様子をうかがっていた。六人の子どもが、十二個の瞳で仁を見あげていた。


「そんな顔するなよ！　俺を見たってしょうがないだろ」


「だってそうでしょう？　厚かましくても、ほかに頼るところがねえんです」


「私ん家ちの玄関でモメない」


　十崎家の家主が、廊下の奥からようやくお出ましだ。十崎京香は、仁たち専任係官を束ねる高級官僚だ。そして、彼が昔から何をやってもかなわなかった、ひとつ年上のおさななじみでもある。ただし今は、魔導師公館で見せる氷の事務官の顔が詐欺のようなだらけっぷりだ。


「私が許可したのよ。職業上の義務はさておいてー。あれよ、最低限度の倫理として、子どもをほうりだすのはねー」


〝京香お姉ちゃん〟は、メイゼルをこの家で生活させはじめたときと同じことを言った。


　仁たちは、魔法使いがこの国の治安を乱したらそれを排除する、番犬だ。人助け役ではない。だが、人を見捨てていいわけでもない。場合によっては刻印魔導師を使い捨てる《公館》を頼るほど、サミュエルは追い詰められていた。気づかいひとつできなかった自分がかっこ悪かった。まだまだ情けない、武原仁は若造だ。


「十崎家うちも忙しくしてる家だから、いつまでもとは言いにくいんだけど、しばらくは我が家のつもりでくつろいでねー。サミュエルさんが南米から日本に帰国したとき付き合いのあった父も、生きてたら絶対そうしろって言ったと思いますしー」


　口裏を合わせろと京香が目で合図してくる。《公館》が日本人に見えない刻印魔導師のニセの身元をつくるときは、南米移民三世で、二重国籍で日本国籍を持っていたことにしているのだ。


　サミュエルが、《公館》の情なんて珍しいものを見たせいだろう、黒ずんだ両手で顔を覆った。その妻、内藤倫とも子こが、夫の肩に顔をうずめてすすり泣いていた。弟と妹を守ろうと、仁のことをにらんでいた長男が、ただの不安な子どもに戻った。湿っぽさは妹と弟にも伝染し、長男が抱く赤ん坊まで火がついたようにむずがりだした。


　泣き止まない六兄妹を引き連れて、内藤夫妻は奥へ戻っていった。


「いいんじゃない？　内藤家の奥さんと子どもは、刻印魔導師とか《公館》のこと知らないみたいだしー。だいたい、仁のアパートじゃ、あの人数預かるのムリでしょ」


　揚田クラリスが起こした殺人事件の対応で、今、誰より忙しい京香がそれでも選んだ情を、仁は足あし蹴げになどできなかった。気遣いを嚙かみ締める彼の鼻先に、揚げ物の香ばしいにおいが漂ってきた。


「あ、お帰りなさい、武原さん」


　Ｔシャツにジーンズのラフな格好の上にエプロンをかけた十崎家のもうひとりの居候、倉くら本もときずなが、台所から廊下へ顔を出した。明るい色の髪を弾ませ、深い青の瞳ひとみをやさしく微笑ほほえませている。高校生のきずなはにぎやかなのがうれしいらしい。菜ばしを手に、まぶしそうに十崎家の小さなお客さんをながめていた。


「きずな、何してんの！　コンロの火!!」


「ふふーん。今日は、内藤さんの奥さんも台所にいるから、あわてなくてもいいのです」


　きずながメイゼルのツッコミを受け流す。我が家のつもりで倫子夫人が、手伝ってくれているらしい。


「はい、みんなー。ごはんの前には、手を洗おうねー」


「「はーい」」


　きずなの声に、さっきまで泣いていた子どもたちと、十崎京香まで行儀のいい返事をして、洗面所へ行った。まるで幼稚園の保母と子どもだ。


「納得いかないわ！　どうしてきずなの言うことはあんなすなおに聞くの!?」


　微笑ほほえましく見ていると、ウェットティッシュで服についた鼻水を落とそうとがんばっていたメイゼルと目が合った。


「ほら、リボン結びなおしてやるから、こっち来いよ」


　なぜだろう。発作的に、あの魔女の不可解な自殺が、たった一日で日常に埋没しかけている事実に、胸が詰まった。そして仁は、あどけない刻印魔導師が子どもらしくしている死から遠いこの時間が、ただ長く続いてほしいと思う。


「子どもたちと遊んでくれてたんだな。ありがとう」


　少女へ、仁はカバンを手わたす。彼女が一瞬だけぎゅっとその感触を確かめ、くるりと彼に背中を向ける。


「あたしは怒ってるのよ！　そんなことで、ごまかされないわ」


　仁がリボンを結び終わるまで、メイゼルは口元から微笑ほほえみをこぼしそうにしては、どんどん頰の赤みを強くしていったのだけれど。





　内藤サミュエル、この世界に堕とされてきたときの名は振ふる木きサミュエル。


　彼が故郷で犯した罪は、仁も知っている。魔法世界側は決して刻印魔導師の罪状を明かさないが、それでも他の罪人から伝え聞いたほど有名な事件だったのだ。


　少年時代、戦災孤児として孤児院に引き取られた彼は、我が家だったその施設を焼き尽くした。寮長職員護衛約百名に加えて、三百名を数える子どもまで巻きこんで皆殺しだったという。


「世界の子どもたちのために」と美しい題目をかかげた施設は、子どもを傭よう兵へいや娼しよう婦ふとして売っていた。カエルのように背を丸めたまま、彼は神判にかけられ、地獄堕ちの判決を聞いた。





　今日は人数が多いから、十崎家の遅い晩ご飯は、掘りごたつの横にもう一個座卓を出して、大皿料理を派手に並べることになった。鳥のから揚げと、子どもの好きそうなグラタンといった洋食がきずな、家庭的な煮物あえ物類が内藤夫人の作だ。


「おかあさんよりうめー！」


「おいしい」


「うん、おいしい！」


　子どもたちのはしが、勢いよくのびる。見ていて気をつかうくらい、きずなの作ったものばかりなくなってゆく。母親が目の前にいるのに、小さい子どもは空気を読まない。


　仁が、きずなが、メイゼルまでが、内藤倫子のかたまりっぷりにあわててフォローを入れる。


「このマカロニサラダも、うまいですよ。レモンとか入ってて」


「酢の物も、レモンがさっぱりしていいですね。わたしも、ちょっと今度レモン入れてみます」


「肉じゃがにこの酸っぱいのを入れるの、なんか斬ざん新しんだと思うわ」


　内藤夫人の作るものは、なぜかレモンがよく入っている。なんで家庭料理って、こういう変なこだわりがあるんだろう。


「レモン！　レモンいいわね、レモン！　ウイスキーに合うし」


　十崎京香はすでに、ビールが入ったただの酔っ払いだ。


「でしょう！　レモンにはビタミンＣが――――」


　レモンの話になると、内藤夫人のテンションが突然あがった。きっと若いころは愛あい嬌きようのある女性だったのだろう。生活に疲れても、目め尻じりに刻まれた笑いじわが引きこまれるような笑顔をつくった。


　健康食には一家言あるのか、レモンの効用話はいつまでも続く。仁は疲労回復のためにすすめられ、京香は肌のためにすすめられ、きずなは頭がよくなるとすすめられた。最後のは眉まゆ唾つばだ。


「せんせ、でも本当に、これ食べると背が伸びるの？」


　メイゼルの問いに仁は曖あい昧まいに返す。この場で「それ噓うそ」と否定するのは気が引けたのだ。


　仁は内藤サミュエルと、彼がこの世界で手に入れた家族の食事風景をながめる。今日の夕方に受け取った報告書類では、この刻印魔導師が副社長をつとめる工場の経営は、今日明日行きづまるほどではなかった。だが内藤倫子の母シズエが、今年二月に亡くなったとき、借金取りが葬式に現れたのだ。シズエが生前、ホームヘルパーの借金の保証人になっていたというのだ。借金の額は三千万円。この不景気で工場はとっくに抵当に入っている。払うアテなどない。


「顔をあげてやれ。飯を食うのに、父親が辛気臭い顔をしてたら、家族が心配するだろ」


　仁は、ひとり味などわからぬ様子で食い物をかきこむサミュエルに、声をかける。


「へえ」


　サミュエルは顔をふせたまま、それ以上ことばが出ない様子だ。


「なんにせよ、よかったよ」


　言った声があまりに他人ひと事ごとめいていたから、仁は自分の磨耗ぶりに、胸に重い疼うずきを覚える。専任係官の管理義務とは、犯罪に手を出した魔法使いを誰が処分するかという話であって、生活の面倒を見ろということではない。それでも今朝、この一家の夜逃げを知ったときから、仁はもっと心配してやってもよかったはずだ。


「こら！　太た一いち！　から揚げはひとり四個まで」


　いつの間にかしっかりサミュエルと手を握り合っていた内藤倫子が、内藤家の食卓の様子が知れる大喝をはなつ。


　はしが止まっていた仁は、コップに手酌でビールをつぎ、一気に飲んだ。


「それじゃ、俺のぶん食べてください。ほら、お兄ちゃんは今日、から揚げを子どもにあげたい気分だから、思いっきり食え」


　この小さな子どもたちによろこんでもらって罪滅ぼしのつもりだなんて、我ながらどうしようもないと思うのだが。





　真夜中、子どもたちが寝静まっても内藤一家の空気は、十崎家に奇妙なあたたかみを残していた。十崎京香の両親が、もう新しい表情を見せてくれない思い出になったのは、ずいぶん昔の話だ。京香は明日また早いのでさっさと眠ってしまった。倉本きずなと内藤倫子が片付けたテーブルに、もはや数時間前の活気は残り火ひとつない。


　刻印魔導師内藤サミュエルは、まだひとり起きて、夜中に泣き出した赤ん坊をあやしていた。電灯を消した真っ暗な居間のガラス戸を開けて、夏の夜風にあたっている。いや、たぶん見ていたのは街の明かりも消えた闇だ。同じ暗い部屋で、最低限度の用心のため、刻印魔導師を監視していた武原仁はそう感じたのだ。


「赤ん坊ってのは、こうやって誰かが見ててやらねえと、不安で不安でしかたねえんすよ」


　カエルのように背を丸めた男が、ようやく眠ったばかりの我が子の脇にあぐらをかいていた。


「この世界に来てもう十年だってな。おまえは、よくやってきたよ」


　仁は、赤ん坊をはさんで、男の隣に腰をおろす。


「そんな立派なモンじゃありやせんよ。オレぁ、こっちのことばの読み書きだってたいしてうまくねえし、計算だってヘタだから工場をこんなに傾けちまいやした。バカはどんな世界に行ったって、ダマされたり利用されたりでまわりにまで迷惑かけちまう」


　何もかもうまくいく人間ばかりではないと、仁は言いかけ、あまりにむなしいおためごかしだからやめた。


「本当に、ダメですよ。借金取りのやくざが狙ってるのはカネじゃねぇんです。オレの魔法のことを知られちまって、それで金もうけに一役買えってぇ話になっちまって」


　この世界に堕とされた刻印魔導師のうち半数は、三年以内に死亡する。百人討伐がそれだけ過酷だというだけではない。魔法使いにとっては奇蹟なき《地獄》にすぎないこの世界の暮らしに適応しようとせず、犯罪に手を出し狩られる者が跡を絶たないのだ。そして、今回のように、この世界の人間側から犯罪に巻きこもうとすることもある。


「そいつらは、《公館》のほうで始末をつけとくよ」


　仁は煙草たばこをつけたくなって、ポケットから箱を取り出したところで、赤ん坊のことを思い出してやめた。


「……けどおまえ、逃げてきたってことは、ずっとこの世界で生きてたいんだよな」


　サミュエルが、火のように触れがたく沈黙した。肌の固まった脂を機械油でのばしたような臭いがする男の気配は、自殺した揚田クラリスに似てよどんでいた。今日、仁は《公館》で調査書類を見た。事件の二日前、あの魔女は別のアルバイトの面接先でアジア系外国人と間違えられたという。無口な刻印魔導師は好感をもって迎えられ、来週からはたらくと決まった途端いたたまれない表情になって席を立ったと調書にはある。そしてクラリスは事件現場の飲食店へアルバイトの面接へ行き、店員を皆殺しにして逃亡した末、微笑みながらおのが命を絶つ。


　仁がその薄暗い窖あなぐらの前で迷いながら、夜風に揺れる葉ずれの音を聞いていると、刻印魔導師が言った。


「昔々の話です。生きててもしょうがないような男がいたんす。そいつは、ここに来る前に、いっぱい人を殺しちまったんです。……孤児院を焼いて、クソみたいな寮長や監視といっしょに、子どもまで殺しちまった。みんな殺しちまったんです」


　仁も聞いたことがある。内藤サミュエルは、戦災孤児としてかつて引き取られた孤児院に、おとなになって舞い戻り焼き尽くした。寮長職員護衛約百名に加えて、三百名を数える子どもまで全滅だったという。


　言い知れない不吉さが、現実の薄暗い裏側から忍び寄るようだ。


「それはやめろ。おまえには、守らなきゃならない子どもがいるだろ」


「その男はね、てめえの子どもたちを見てると、火をつけちまった焼け跡の、ものすげえ数の黒焦げんなった子どもの死体を思い出すんです。空に手を伸ばすみてえに、焼けてカチカチになった小さい体が仰あお向むけに倒れてたんですよ。黒焦げの体がしきつめられた泥沼に、真っ黒な花が咲き乱れるみたいでしてね……小さな手がこうやって、何かつかむみたいに半分だけひらいてるんです。


　その中には、太一くらいの子もいやした。秀ひで次じくらいの子だって、秀しゆう三ぞうくらいの子だっていやした。……ひとみや双ふた葉ばの年の女の子もいた。……みつきくらいの赤ん坊だって眠ってる間に、さなぎみたいな炭になっちまってた。その男がみんな燃やしたから、あんな真っ黒な泥人形みてえで、目玉も鼻もなくなって」


　淡々と、サミュエルが過去の地獄の光景をことばにする。夜の闇が、空気すら泥のように濁らせて彼らの息をつまらせる。


「その男が、殺やりたかったのは寮長と愛人の使用人頭だけだったのに、夜が明けたら何もかも消し炭の大火事になってたってわかったんす。そいつは、しくじったと思ったんすよ。だから死体を確かめようとしたんです。けれど、そいつが焼け落ちた二階の床を掘り返しても、どこまで掘ってもまっ黒な子どもの死体しか出てこねえんです。丸一日すぎてやした。なんでうまくいかねえんだって。この世は呪われてるって思いながら、焼け残りの柱を燃やして一晩目は眠りやした。二日目も、三日目も、ひとつひとつ、子どもの死体を見つけるたびに、頭がおかしくなりそうになりながら外に並べたんです。掘り返して、死体を並べて掘り返して、死体を並べて、四日目の夕方に、ようやく前歯に金歯のはいった野郎が丸焼けになってるのを見つけたんです。その男は大笑いしましたよ。この怪物寮長、ようやく死にやがったってね。この使用人頭、乳首にピアスしてやがったってね。燃えるみたいにまっ赤な夕焼けで、四日たってもまだものすごいにおいが取れねえ焼け跡に寝っ転がって、ずっと大笑いしてやしたよ。


　それでようやく安心して振り返ったんですよ。そしたら後ろには、二百個以上もカサカサで噓うそみたいに小さくなった子どもの死体が転がってたんす。ばかでかい黒い影が、ぬうってそのうえに人食いの怪物みたいに落ちたんですよ。おどろいて、それが自分の影だってわかったとき、見えちまったんです。その男はもう〝かいぶつ〟でした。そうして、こんな呪われて、《地獄》にでも堕ちなきゃおかしいと思ったんす」


　サミュエルの愛情は本物だ。そう頭ではわかるのに、二百人以上も子どもを生きながら焼いた〝かいぶつ〟が赤ん坊を抱きあげる姿に、仁は生理的に腹の底がむかむかするのを止められない。


「なんで、おまえみたいなやつが事件を起こしちまったんだ」


　男は暗い川底と同じ深みから、泣き笑いに顔をゆがめた。


「あいつら、オレを『カエル』って呼びやがったんです。あそこにいたときから、ずっと、カエル、カエルってよ」


　四百人を無差別に殺すには、めまいがするほど軽かった。耐え難い軽さの後ろに、ねっとりした闇が覗のぞいた。


「もういい。やめよう」


「旦だん那なぁ、『もう十年だ』っておっしゃいやしたね。でも、どんな殊勝に地獄堕ちしてきた罪人だって、刻印魔導師の戦いに三回も出りゃ、たいてい生きのびてえって手のひら返すんでさ。だから最初は、シメたって思うんすよ。刻印魔導師は、ついた専任係官が〝アタリ〟なら戦いに徴発されねえし、自分から死に場所へ飛びこむかここの法律を破るかしねえ限り、生きのびる可能性はありやすからね。魔法を捨てるのだって、本当に生き汚いクズならやってのける。


　でもね、根付いたらそんなもんじゃありやせん。あたりまえの人間のツラして、あたりまえの人サマと接して人間らしくなってくと、どんなクズにだってあたりまえの良心が戻ってくるんです。ここじゃ、しでかした罪だって誰にも知られちゃいねえんですよ。クズは死ぬまで焼かれ続ける。罪をつぐなえることも、終わることもありやせん」


　この男が背負ってきたものなど、今日はじめて会った仁にわかろうはずがない。それでもただひとつだけ、ぶれようのない真実はあった。


「それでも、おまえが抱いてる赤ん坊は宝物だ。そうだろ」


「オレはこの子が泣いたとき、石にかじりついてでも、駆けつけてやらなきゃなんねえんでしょうね」


　太い眉まゆ毛げの下の瞳が、にぶく輝いていた。


　男ふたりで、何も知らずに眠る赤ん坊を見下ろす。魔法使いと悪鬼デーモンの間の子どもは、九割以上は悪鬼として生まれる。この子は父の魔法を継ぐこともないし、その罪を背負う必要もない。そんなことがあってはならないのだ。


「この子、名前はなんてったっけ？」


「内藤……みつき」


　内藤家の三女、内藤みつきは今、夢を見ているのだろうか。心配などないように、この夜の底で安らかな寝顔を浮かべていた。サマになった馴なれた手つきで、サミュエルが赤ん坊の産着の襟をなおしてやる。不安になるほど小さなその体を前にして、仁には「抱かせてくれ」となど言えるはずもなく、遠巻きにながめていた。ぱちりと乳飲み子が目をあけた。魔法など使っていないはずなのに、父親はこれを予知したのだろうか。今晩の仁には、もうその醜悪で尊い者の罪を、これ以上掘り返す気力はなかった。


「今日、テーブルでめし食ってた、おまえんとこのガキと変わらないくらいの年の女の子がいただろ。あの子、おまえと同じ刻印魔導師なんだよ」


「十崎さんに聞きやした」


「あいつな、本気で百人討伐して、元の世界に帰るつもりなんだ。バカみたいだろ、まだ小学生だってのに。ひとりも達成できたヤツなんていないってのに。そこまでして、あんな年で生き急ぐんだよ」


「大事にしてるんですね。けど、事情は知りやせんが、刻印魔導師にはみんな〝何か〟ありやす」


〝かいぶつ〟サミュエルは守るべきものを太い両手にしっかりとかかえていた。仁はあの少女を〝かいぶつ〟だとは思えない。暗い部屋から夜空を見あげた。遠い闇の向こうに、決してつかめない星がまたたいている。


「それでも俺は、どんな理由があっても、メイゼルに生きていてほしい」


　この世界で十年生き抜いたサミュエルは、必ずしもしあわせには見えない。それでも、半分泣きそうで、半分吐きそうになりながら、仁は言った。


「この世界で生活を築いてくれる魔法使いは、希望だよ。そういうやつらがいなきゃ、俺たちはいつまでも今の地獄を続けなくちゃならない」


　仁はこんなにもサミュエルの話が苦くなければ、この男を生き方の手本として少女に紹介したかもしれない。ムリをして命がけで戦わなくても、この世界で根を張ってしあわせになる刻印魔導師もいるんだと。


「わかってる、俺の言ってることなんて偽善だらけだ」


「ナニしてるの、せんせ？」


　静かだった夜に、当の少女の声がくさびのように打ちこまれた。


　パジャマ姿のまま、二階の部屋から刻印魔導師鴉木メイゼルがおりてきたのだ。薄闇の中、リボンを結んでいない漆黒の髪が、かきあげる手にしたがって滝のように落ちる。


　話を聞かれたのではないかと、寒気がした。奥歯を食いしばって、それでも彼女の前でつらい顔を見せられず、平気をよそおい振り向く。


「せんせの腕うで枕まくらじゃなきゃ、あたしが眠れないって、わかってるでしょ？」


　メイゼルはいきなり無む茶ちやを言って彼を慌てさせるのが好きだ。それでも、彼女が楽しそうだとほっとする。仁はあどけない魔女に、その希望になってもらいたいのか？　そうではない。守られるべき彼女の小さな肩に、おとなが重荷を背負わせること自体、恥知らずに思えた。


「もう十二時回ってるから、ちゃんと寝なさい。明日は学校あるんだからな。……あと、こいつが言ったのは噓だぞ、腕枕なんかしてないぞ」


　けれど彼のことばでいつも止まってくれない姫君が、ぺたぺたとスリッパ履きで歩いてくるのだ。


「今日は驚いたわ。刻印魔導師って、この世界で結婚できたのね……」


「結婚くらいするさ、そりゃ一応戸籍はあるしな」


　少女が、髪がばらけないようかきあげたまま、仁の顔に上体を近づける。かたちよりも洗い髪のにおいと少女特有の青くさいような気配で、そこにある彼女の体を意識する。


　小さな魔女は、顔をこの世界で十年すごした刻印魔導師へ向けていた。


「あんたは、今までしあわせだった？」


　汗と脂にまみれた魔法使いは、頭で考えてもわからない答えを探すように、自分の手をじっと見た。分厚い爪の間も汚れ、小さな傷がいっぱいについた手には、刻印魔導師内藤サミュエルのこの世界で生きてきた年月がしみついている。


　その左手の薬指には、まるで鉄のように硬く結婚指輪がはまっている。


「そんな簡単なことじゃねっす」


　サミュエルが、わが子と同年代で重荷を背負った少女に、恐縮していた。メイゼルは、その短いことばだけで答えを手に入れたかのように、満足げに仁を振り返った。


「よくわかんないって顔してる」


「おまえはわかったんだ。すごいな、俺はさっぱりだったよ」


〝かいぶつ〟ならぬ夜の妖精がくすくす笑う。無邪気なよろこびに瞳をとろかして。


「せんせ、薬指に指輪をはめると、男の人はすこしだけ頭がよくなるのよ。首輪でも素敵だけど」


　だが誇り高い少女は、サミュエルの腕で眠る赤ん坊とはちがう。同じ罪人、刻印魔導師でもあるのだ。
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　あくる日の夕方遅く、仁が小学校の校門を出たころ、携帯電話の呼び出しが鳴った。珍しいことに、日常はメールばかりで通話をひかえる倉本きずなからだ。


〈武原さんお願いします！　太一君が家を出てたみたいで!!　もう一時間も、姿が見えないんです！〉


　彼女の悲鳴で状況は理解できた。内藤太一――七歳児の長男が、十崎家に閉じこもっていることに早くも退屈して外に出て、誘拐されたのだ。刻印魔導師は管理の都合上《公館》近辺にしか住めないし、内藤家の工場もそうだった。そして十崎家も徒歩十分の近所だ。おそらく内藤太一は迷子になって、人目につきやすい大通りにでも出てしまったのだろう。敵が目を皿にして探しているのに、近辺を獲物がうろちょろしていたら、見つかっても不思議ではない。


「きずなちゃん、落ち着いて。最悪でも、必ず向こうからサミュエルの携帯に連絡がくる。まだ来てなかったら、俺は二十分くらいで戻るからそれまでは電話を取らないでくれ」


　だが、誘拐犯の背景がわかっている以上、冷酷に判断するならまだ余裕はある。
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「あと十五分で、連中が今、おまえの息子を引っ張りこんでる工事現場だ」


　仁が、車のハンドルを握りながらくわえた煙草たばこの先に、突然火がついた。あれから《公館》に連絡して、バンを回してもらったのだ。


「自然発火か。こんな高速でやる魔導師はそういないな、見事なもんだ」


　古くから呪いや神罰のたぐいと認識され、今なお科学では個々の事例の実現可能性を指摘するに留まっているものに、自然発火現象がある。火の気がないはずの場所で突然物が燃え、人体までも炎に包まれ黒焦げになる。仁が知る限り、これの正体は魔法だ。因果大系という、因果関係に《魔力》を見み出いだし操作する魔法で、現象の原因と結果を逆転させ、あるいは因果を遮断した結果の発火――。


　つまり自然現象では、熱はあたたかいところから冷たいところへ伝わる。因果大系の魔法はこれを逆転させ、冷たいものから熱を奪って、あついものを逆に温められる。その結果自然発火するほどの高温に到達したのが、発火現象の正体なのだ。――そして、仁の煙草に一瞬で火をつけたサミュエルは、発火魔術の名手と言っていい腕前だ。


　孤児院を焼き、四百人以上を焼き殺した男が、悔いるようにつぶやいた。


「府中の競馬場で、こうやって、煙草に火をつけてたんですよ。人ごみで魔法を使っても、どうせこの世界の人間に見られたら魔法は壊れるし、誰にもバレねえ安全だって思って。あいつらに目をつけられたのは、〝これ〟なんですよ」


　この奇蹟果てる《地獄》の住人、悪鬼に観測された魔法は破壊される。だが、魔法で自殺した揚田クラリスがよみがえっていないように、一度魔法で起こした変化は取り消しようがないのだ。同じように、サミュエルが魔法ですでにつけ終えた煙草の火も、燃え続けること自体は自然法則に反していないから消えない。サミュエルの発火術は、その度外れた超高速によって、人ごみの東京競馬場ですら煙草に火をつけられた。だがそれゆえ、男は悪党の目に留まった。


「旦那は、この世界の、その……まっとうなお人じゃねえんですね。オレは魔法を目の前で使ったのに、破壊しなかった」


　法定速度を守って進む車の窓から、夜の街が見えた。その流れゆく灯火を惜しむように、サミュエルはずっと光を視線で追いかけていた。


　今、彼らは誘拐犯たちに呼び出されて、倒産した会社ビルを解体中の工事現場へ向かっている。誘拐犯の電話は、《公館》スタッフまで十崎家に集まった万全の体制で受けた。犯人の身元は見当がついているし、内藤太一救出のシナリオも組んである。


　目的地から十分に離れた道路脇に車を停めたとき、ただの父親の顔で刻印魔導師が漏らした。


「旦那、本当にこれで大丈夫なんすか。……太一は、無事なんでしょうね」


　解体現場のはす向かいにあるパチンコ店には、すでにシャッターがおりていた。街灯もまばらな二車線の道路には、路上駐車したまま放置された自動車や錆さびた盗難自転車がぽつりぽつり屍をさらしている。住宅の明かりすらなく、まったく車がとおらない。


「あそこに、鉄パイプの骨組みに支えられてる、高さ三メートルくらいの白いビニールシートの壁があるだろ。あの奥に、緑色の小さなプレハブ小屋がある。おまえの息子はあそこだ」


「せんせ、あたしはどうするの？」


　ここ数日はまともに寝つけなかったのだろう、車の後部座席でうとうとしていたメイゼルが目を覚まして窓を開けた。


「内藤太一が工事現場から出てきたら、車の中に入れてやってくれ。誘拐犯を完全に無力化できたら俺が携帯電話を鳴らすから、それが回収の合図だ。どうやら四、五人だ。問題なく片づけられるよ」


　仁はジャケット下のホルスターから拳けん銃じゆうを取り出し、遊底スライドを引いて初弾を装そう塡てんする。誘拐犯側が拳銃で武装している可能性と、人質をとられていることを考えれば、使いたくなどないが万が一の用心だ。


「ややこしくなるから、合図までは外に出るなよ。この世界の人間相手じゃ魔法がほとんど効かない以上、おまえはただの小学生なんだからな」


　ここからサミュエルはひとり、バンから積みおろした自転車をこいで、誘拐犯と息子のところへ向かうのだ。男が、勇敢にサドルにまたがり、緊張で汗まみれになった顔で仁たちを見あげる。


「後は頼みやす」
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　電灯ひとつない薄闇の中、大制産業レクリエーション事業部部長補佐、矢や島しま丈じよう太た郎ろうが、わずか七歳の内藤太一を張り飛ばした。


　泣きはらしたのだろう子どもの頰ほおには、うっすらと涙のあとが白く残っていた。さるぐつわをはめられて、泣き声をあげることすらできず顔をまっ赤にしていた。すでに何本か乳歯が折れたのだろう、嚙まされていた白いタオルはにじんだ血でまだらに染まっていた。


　小屋に入ったサミュエルが立ち尽くし、闇に慣れて息子の姿を認めた瞬間、手近にいた男につかみかかった。


「それでも人間か！　畜生。それでも人間か？」


　かつて死体が家より高く積みあがるほど子どもを焼き殺し、今は父親になった刻印魔導師が、人として哭ないた。


「なんだこら！」


「沢さわ村むら！　しっかりつかまえとかんかい」


「玉たま木きドア閉めぃ、逃がすなこいつ!!」


　内藤サミュエルは三分ともたず、何発も殴られ蹴られ、ベニヤ板の床に押さえつけられていた。


　全身ベルサーチのスーツでかためたやくざ、矢島がふところから拳銃を抜く。


「このダボが、今さら逃がすかぃ。ガキいてまうぞ。聞こえてますかー。お父さん、聞こえてますかー。こ、ん、な、ふ、う、に、く、そ、ガ、キ、い、て、ま、い、ま、す、よ」


　拳銃の銃口を、ねじこむように父親のこめかみに押しつける。サミュエルを三人がかりで押さえつけた男たちが、下卑た笑いに唇をつりあげる。


「[image: ]――――――、[image: ]―――――――」


　父親は強くて何でもできる、そう信じていた幼い世界が粉々に砕け散ったか、七歳の子どもがはげしく泣きわめいていた。だがそれで許してくれるはずもない。


「ぼくぅ、お父さんに、ちゃあぁんとお仕事するように言ってくれへんかなぁ？」


「……やめてくだせえ。……お願いす、やめてくだへえ」


　悪鬼に注視されていては魔法を破壊されるだけの魔法使いが、踏み潰つぶされたカエルのように、こぽこぽと泡を吐きながら哀願した。サミュエルは歯を折られて下唇から血をあふれさせている。我が子を守ろうと父親は懸命だった。


　矢島がサミュエルの泥と垢あかに汚れた耳に耳打ちする。


「ちょっと死体をあっためてくれ言うてるだけやないか」


「カンベンしてください。それはカンベンしてください」


　とらえられた刻印魔導師が懇こん願がんする。相手が弱さを見せた瞬間、窓からの星明りを背負った矢島が、得たりとばかりに笑った。


「カンベンできるわけあるかぃ。な、大きいもんに火はつけられんから、あっためることしかできんいうてたよな？　火ぃつけるのはできません。あっためるのもイヤです。おどれなめとんか？」


　魔法で死体をあたためることは可能だ。確かに、この世界の人間に観測された魔法は破壊される。だが裏を返せば、奇蹟の力は、もはや何も観測しない死体にならはたらくのだ。


「ぼくぅ。お父さんにお願いしてみようか？」


　矢島が目配せするより早く、下品さを共有した舎しや弟ていのひとりが、まだ骨のもろい子どもの腕をねじりあげた。力をこめられるたび、そういう仕掛けの玩具であるかのように、昨夜、十崎家でから揚げをほお張っていた口からうめきをあげ、見開いた目から涙をこぼす。


「やめてくだせえ、……カンベンしてくだせえ」


　出所がわからない熱は、古来、魔法使いの痕こん跡せきだった。


　たとえば十九世紀、大西洋で帆船マリー・セレスト号から乗員がそっくり消える怪事件が起こった。その無人で漂流していた船には、直前まで人がいた気配があった。まだ湯気を立てていたコーヒー。調理室で火にかけたまま煮立っていた鍋なべに、船員の部屋に残っていたチキン。だがこの船に「直前までひとがいた」とする根拠は、ほとんどが熱にかたよっている。


　そして熱が伝わる自然現象の因果を止め、あたたかさを保つのは、内藤サミュエルたち因果大系の魔法使いにはたやすい。それが、幽霊船マリー・セレスト号の真相だった。悪鬼である船員に観測されたせいで、食べ物をあたためていた魔法が破壊され、そこは無人であるほか当たり前の風景に戻った。発見した船員たちは、自分たちが乗員消失という謎の最後の仕上げをしたと、気づきもしなかったろう。このように、魔法使いたちが快適にすごすための魔法をそのままに悪鬼の訪問者から逃げ去った事例は、おとぎ話にもある。善良な旅人が今まで人がいたようなあたたかい家に出会うおはなしの原型はこれだ。


　――そうして時代は進んで現在、魔法使いは「死体をあたためろ」と、我が子を人質に取られてせまられている。


「子どもひとりじゃかわりもおるしな。弟と妹も全員連れて来たろか、な？」


　矢島という男は、人を殺して、被害者の死亡推定時刻をごまかしたいのだ。死体はそこにあらわれる複数の現象で、死からの時間を推定される。だが、そのいくつかは体をあたためることで狂う。死後硬直は遅くなるし、直腸内温度も正確でなくなるのだ。体温だけでは、血流が止まるから死し斑はんが出たりと、偽装は決して完璧にはならない。だが死体現象は総合的な問題だ。たとえば死体が冷たい川の中のように体温以外に熱源のない場所で発見されてしまえば、体があたたかかった事実を無視できなくなってしまう。魔法という、観測即すなわち破は壊かいなため科学的に立証できない現象をはさまれると、裁判で無罪になる可能性が十分に出てくるのだ。


　こうして人の肌に吸いつき血をすする蛭のように肥え太ってきたのだろう。矢島が濁った目でじっとサミュエルを検分していた。どのくらいのカネを搾り取れるかをはかるように。


　そして、さるぐつわがずれた何の罪もない長男が、かすれた、今できる精一杯の声をあげた。


「たぐけて」


　高揚したやくざ者たちの注意は完全に、もっとも弱い内藤太一だけに集まっていた。


　そして、仁の我慢も限界だった。


　解体現場に着いた途端、サミュエルが派手な格好の男に引きずりこまれたところまでは予定どおりだった。その間に、裏手から仁が解体現場にもぐりこむ。サミュエルが魔法なんてものは知らないと今さら言いだし、中の男たちの注意をそらす。仁が窓から発煙筒を投げこみ突入、誘拐犯の視界をふさいで内藤太一の身柄を確保。サミュエルと息子はプレハブ小屋を離脱。そして煙に乗じて、仁が残った男たちを無力化・拘束する、単純な手はずだった。


　狂ったその予定を元に戻すべく、仁はプレハブ小屋の窓を、発煙筒を投げこんで割る。缶ジュース大の金属筒からもうもうと噴きあがった白煙と慌てた男たちの中心に、飛びこむ。ガラス窓を体ごと突っこんで割った武原仁を何人がまともに視認できただろう。


「なんだこら！」


「誰や、ガキいてまうぞ」


「撃つなボケ!!」


　矢島丈太郎の声が、夜間、煙に巻かれた光なき底を揺らした。仁は足音の乱れから体勢の崩れを読み取り、白濁した風を貫き爆発的な加速で踏みこむ。三センチ先も見通せない状態でも、武原仁は足音で敵の位置をはかる。逃げ足の速い魔法使いたちを、どんな状況でも間合いの中にとらえれば必殺できるよう訓練されたのだ。


　仁は、心臓の直上に、全体重をのせて肘ひじをたたきこんだ。肋骨が折れた鈍い感触と、肺から空気が押し出される笛のような音と同時に、矢島は意識を失った。


「矢島さん！」


　その声で頭部の位置を確認し、二人目の襟首をつかみ背負い投げに切って捨てる。


「殺すぞ、ガキ殺すぞ」


　三人目が最も弱いものに飛びついたことに、この世界の恥部を見られたようで暗あん澹たんたる気分になった。子どものいた位置で待ち構えて卑劣な男を一打ちに仕留める。


「たい――ち！　逃げろ、たいちぃ！」


　父親の祈るような叫びとともに、白い闇に満たされた小屋のドアが、勢いよく開かれた。


「動くな、こいつら殺すぞ!!」


　四人目が怒声をあげ、仁に背中を向けることになるのに拳銃を出口へ向けた。武原仁にとって素手の殴り合いでは、柔道や空手の有段者もいるやくざ相手のほうが、本来、魔法使いより注意を要する。だから冷酷といえる判断で確実な突入タイミングを待ち、間合いの感覚をつぶすため薄闇に慣れた誘拐犯の視界を発煙筒で奪いまでしたのだ。不意打ちとはいえ、彼らの自滅は情けないのひとことにつきた。


「もういいぞ、終わった」


　仁の足元に、意識を失った四人目が崩れ落ちた。


　そして煙が急速に晴れはじめる。開いたドアから白煙が拡散して吹き流されるとともに、室内の視界が回復してゆく。内藤サミュエルの、自然現象の因果を操作する因果魔術だ。矢島らやくざ者四人が完全に気を失い、内藤太一がこのプレハブ小屋からきちんと逃げた証あかしだった。悪鬼デーモンに魔法を破壊されなければ、魔法使いにとってこのくらいのことは朝飯前だ。


「いいえ、何も終わっていやせん」





　サミュエルの静かな怒声と同時に、仁は、炎の雨を受けたような、何百というともしびに囲まれていた。





　まるでシャンデリア吊り下げ照明の中に飛びこんだようだ。一瞬で、プレハブ小屋の中には無数の小さな火が燃えはじめていた。これが故郷の世界で四百人を焼き地獄に堕とされた男の、本当の実力だ。誰もが魔法使いである魔法世界で、地獄送りになるほどの大罪をやりおおせるのは、ある種の異才だけだ。そしてこの内藤サミュエルには、子どもを売った後ろ暗い孤児院職員たちすらゴミのように焼いた、超高速の発火魔術がある。


「どういうつもりだ？」


　地獄堕ちの罰を背負わされながら、この世界に根を張り生活を築いた男が、仁に答えた。


「だってそうでしょう？　旦那がたが逮捕して、こいつら一体どのくらいの罰になるんですかい。二年か三年か、ほんのちょっとの間、牢ろう屋やに入って、すぐ外に戻ってくるじゃないすか」


　出口に陣取ったサミュエルの、殴られ蹴られて早くも腫はれはじめた顔の奥の瞳には、憎悪が火のようにちらついていた。


「こいつら出てきたときは、今よりずっとカネに困って、オレたちをしゃぶりつくそうとするに決まってるでしょう。この傷を見てくだせえ、太一がどんな目にあったか見てくだせえ。どうやって家族を守れるんだ。旦那ぁ、オレを希望だと言ったじゃないすか！」


「ふざけるな！　おまえ、つぐないとか、良心とか、さんざん言っておいて、どうしてそうなんだ！　家族が待ってんだぞ。こんなことで、誰が救われるつもりだ」


　眼球の湿気が奪われて、目がちかちかする。火の回りが早かった天井からは、ぱちぱちと木材のはぜる音がしだしていた。あがりはじめた煙と熱気でむせた。いまやせまい小屋の中で、板やプラスチック、可燃物はすべて燃えはじめている。意識を失っていようと、悪鬼の体に魔法で火をつけるのは難しい。きれいに誘拐犯四人の周囲だけが、魔法を破壊されて炎の空白地だ。


「これが、つぐないなんすよ」


　まるで悪夢の中にいるようだ。サミュエルのシャツは汗だくだった。仁も同じようなものなのだろう。服は汗でへばりつき、額から落ちたしずくが目に入る、たぶん、これは涙ではない。


「うちの太一を、連れて帰ってくれやせんか。こんな真夜中に知らない場所にほっぽり出されて不安にしてると思うんす」


　この解体現場へ来るまでの車中、サミュエルは仁の煙草に火をつけた。刻印魔導師はおのが得意とする高速の発火魔術で彼を出し抜けそうか、試したのだ。


「この大馬鹿野郎が！」


　仁がふところから拳銃を抜いた。この世界で父になった男が、なにかがズレたまま戻らなくなってしまったように笑っていた。


「オレが、魔法で人並み以上にできることなんて、これだけす。けど一回くらい、それで家族を守ってやれる〝魔法使い〟になったっていいじゃありやせんか」


　仁へ向けて収束するように、一瞬、霧のように微細な氷の花が何十となく咲き乱れた。魔法で熱を奪われた水蒸気が氷結し、星のようにきらめいたのだ。因果魔術で氷が発生したとは、周囲の大気が熱を奪われたのと引き換えに、どこか一点の温度が急上昇したということだ。その熱量を集めた発火点は、氷の花弁の中心――――。


「ちがうだろ！」


　仁は炎からのがれるため、すでに燃えはじめている床へと転がる。飛びこんだ小さな火と、その直前の避け切れなかった高熱の焦点が、彼の皮膚に火傷やけどをつくった。脱いだジャケットでたたいて、せめて床の炎を消す。半分と消火できないうちに、今度はジャケットに氷の花が咲き、燃えあがった。


「旦那、そんな方法じゃあと何秒も耐えられやせんよ」


　白煙と陽炎かげろうに咳せきこみながら、膝ひざ立たちになった仁が構える拳銃は、銃口に内藤サミュエルをとらえている。極刑の罪人が、体の内側からの冥くらい圧力にさいなまれるように顔をゆがめる。仁の後ろには、彼が避ければかわりに火ひ達磨だるまになる、意識を失い倒れた矢島丈太郎。


「なあ、なんで俺たちが戦ってるんだ？　この戦いは、ナニがどうなりゃ勝ちなんだ？」


　仁の指を止めているのは、あの揚田クラリスの死体が浮かべた、救われたような微笑ほほえみの記憶だ。すこしずつ勢いを増してゆく炎に巻かれ、火傷やけどだらけで、陽炎の向こう側はぼやけて見通せない。この事件でひとりでも死なせたら、仁は刻印魔導師を監督する役目として処分をつけねばならない。今も、本当はすぐにでも撃つのが、専任係官としての彼の正解なのだ。


「……いっそオレを撃ったら〝勝ち〟すよ。オレさえ死んだら、あいつらだってもうおっかあや、子どもたちに手を出す意味がねえ。借金だって、生命保険がおりりゃだいじょうぶなんだ。すくなくともみんな、しあわせになれやす」


　公館の報告書類では、内藤家の三千万円の借金自体に違法性はない。一家は大金が転がりこみでもしない限り、借金で工場を手放さねばならない。矢島の出所後の報復と、また食いつかれることの恐怖におびえねばならない。そしてサミュエルは、あんなにも軽い理由で四百人を焼き殺した〝かいぶつ〟と、命尽きるまで向き合い続けるのだ。


「今回のことが起こったとき、これは神サマが罰をくださったんだってわかったんすよ。だってそうでしょう？　悪人がいなくなって、みんながしあわせになるなら、それが〝勝ち〟じゃありやせんか？」


　地獄のごとき焰ほのおにあかあかと照らされて、サミュエルは男泣きに泣いていた。


「オレはいいんす。太一を、助けてください……。秀次を、助けてください。秀三を助けてください。……ひとみを、助けてください。……双葉を助けてください。みつきを、助けてください……」


　カエルのように背中をまるめた刻印魔導師が、絶望の底から、祈りをこめて見あげてくる。なのに、昨夜、赤ん坊を抱いたサミュエルを見たときと同じだ。仁の腹の底にほんのわずか、生理的な嫌悪感がこびりついて取れないのだ。


「ああ、そうか。おまえ自身が、誰よりもこの嫌な感触に毎日苦しんでるんだよな。確かに〝これ〟をこそぎ落としたきゃ死ぬしかないか」


　仁の倫理観の正しさを求める部分は吐き捨てる。サミュエルが自らを罰してもしかたない。憎まれながら故郷の世界で生き抜くなら贖しよく罪ざいになったかもしれないが、罪を知られていないこの世界では、それすらないのだからと。


　そして、彼の甘い部分は反論する。それでも、ここで愛してくれる人間のためにただ生きろと。おとなになってしまった彼には、職務なり責任ということばに飛びついて人の死を片づけられない。


　正解などない。


　馬鹿げたマネだとは思った。だが仁は、気がついたら銃をホルスターに戻して、矢島丈太郎の九十キログラム近い体を抱きあげていた。人殺しにサミュエルを利用しようとし、子どもを誘拐して殴った、触りたくも無い男をだ。彼が目の前の刻印魔導師に、そしてメイゼルに見せたいのは、そういう世界だから。


「旦那、いくらなんでもそいつはないでしょう」


　炎にあおられサミュエルが、傷ついたように太い眉を寄せた。


「死ぬ理由のある誰かがいなくなればいいなんて言っても、おまえ、昔、何やったか家族に教えてないだろ。おまえが死ぬ理由はおまえにあっても、家族から見りゃどこにもないんじゃないのか？　理由なんて取りようのあやふやなモンだけで、勝手に死んだり殺されたりされてたまるかよ」


　無数の炎色の光に照らされて、影が落ちる場もなく彼らは炙あぶられていた。まるで人間を焼く、永えい劫ごうの業ごう火かの中にいるようだ。サミュエルが悪人と無む辜この者四百人を炭にした孤児院の中も、こんな様子だったのか。だがこのうなる炎の向こう、十崎家には父親を待つ内藤家の子どもたちがいる。内藤倫子は、今晩も、きっとむやみにレモンの入った晩ご飯を作って待っている。


「旦那とオレたちはちがうんすよ。オレたちの本当の《地獄》はここにあるんです」


　そうして、浮かばれない魂に操られたように、〝かいぶつ〟が握った拳こぶしで、自分の心臓の真上をたたいた。あの水中に死んだ女が自ら魔法で吹き飛ばしたのと同じ、左胸を。


　ようやく、仁にも川底の揚田クラリスの微笑ほほえみが、すとんと腑ふに落ちた。あの夜、川かわ面もを走ったクラリスもきっと、焼きさいなまれ解放されない胸をかかえて、死に場所を求めていた。もし目的地が工場だとしたら、納得できる価値を加える生いけ贄にえとして、同じ死ぬべき理由がある罪人、刻印魔導師内藤サミュエルを道連れで殺そうとしたのだ。魔女と今のサミュエルは、たぶん同じだ。


　男の慟どう哭こくとともに、氷の花のかたちでひとつ、殺意が弾はじけた。魔法で、微小が全体構造に相似フラクタルな植物の葉脈のような導どう熱ねつ管かんが構成され、その広がる範囲から効率よく熱を吸いあげる。


　仁は間一髪、氷と高熱の中心点を、身をよじってかわす。


　だが仁たちは知った。今、壁と屋根の炎が完全に熱を失い、火の海である室内が息をできる気温に戻っていた。舞い踊る火が消えたのではない。木質のプレハブ小屋の壁と屋根が、別の桁けた外はずれに高温の燃焼ガス流にのみこまれたのだ。太陽にたたきこまれたようにはげしくオレンジ色に輝く壁を直視できず、男たちは目を細る。オーブンのように蒸し焼きであるべき小屋の中で、生きられている理由はひとつしかない。熱放射と熱気の対流が、完全に制御されている。小屋内が外部の悪鬼に観測されない魔法破壊の死角になっているとはいえ、おそろしく高レベルの熱制御だ。


　一分とかからず、全焼後の火災現場さながら炭化した柱をさらして、壁と屋根は燃え尽きた。頭上から屋根の変わり果てた姿である灰が雨のように降り落ち、残った床の火の熱気で再び高く舞いあがってゆく。魔法のように仁とサミュエルは星空の下にいた。


「そんなものに、あたしたちが負けるですって？　ふざけないで」


　そして床の火からの熱気にあおられたおとなたちは声の方向へ目を向け、ことばを失う。サミュエルと同じ死すべき理由を刻まれた刻印魔導師が、守られるべき子どもがそこにいた。人間は罪の奴隷ではないとばかりに、内藤太一と同じ小学生の鴉木メイゼルが胸に手を当て、誇り高く立っていたのだ。


　刻印魔導師、鴉木メイゼルが操る魔法は円環大系。熱放射の根源である電子を支配するその魔法は、極大破壊力と紙同然の貧弱な防御力を特徴とし、熱をたくみにあやつることでも有数の力を有する。


「本当に頭にくるわ、あんたの見失ってる答えを教えてあげる。あんたは、今さら死のうが、一生洗おうがぬぐい尽くせないくらい、とっくに体の隅から隅までしあわせなのよ」


　少女は、卑屈に下を向きそうになる視線で、それでも歯を食いしばってまっすぐ仁たちの世界を見ようとしていた。それが、ひどくうれしかった。


　サミュエルの浅黒い左手には、鉄のようにかたく、結婚指輪が炎を照り返して輝いている。


　小さな刻印魔導師がわななく拳を強く握って、サミュエルを見据える。


　無人の工場で、生きのびてもしあわせになるとは決まっていないと言った少女が、細い脚で踏ん張っていた。下からの火で火傷を負った内藤サミュエルの影が、焼け跡にのびていた。カエルのように背をかがめて、長く黒々としたそれは、まるで蠢うごめく〝かいぶつ〟のように震えていた。


　いよいよ耐え難いほど火が回った床の上から、仁が救われてほしいふたりに語りかける。真理は、この神なき地獄では、銃弾より多くの人間を殺してきた欺ぎ瞞まんでしかない。


「どんな世界にも善良な人間はいるしそうでない人間だっている。危ない目に遭うこともあるし、思いがけない相手に助けられることだってある。神様も奇蹟もない世界で、人を救ってくれるものなんて最後には人間と、愛情だけだろ」


　けれど仁が抱いているのがサミュエルの無む垢くな赤ん坊ではなく、何十年かで汚れきった男だとしても、彼らはそれを捨ててはならないのだ。腕の中で揺らすと、矢島の目じりが子どものようにあどけなく引きつった。


「オレの魔法は、まわりの温度があがればあがるほど威力を増すんす。今からこいつを、旦那と〝そいつ〟とお嬢ちゃんのまわりに、つくりやす」


　メイゼルが反応するより、サミュエルの魔術が早い。


　炎の赤と燈だいだい色いろにあおられて、微細な氷ひよう片へんでかたづくられた花が花弁を広げた。高速発火魔術の百個を超える多重発動だ。


　無数の白花は繚りよう乱らんする。氷花に熱を奪われて、プレハブ小屋の床に残っていた炎が、たちどころに鎮火した。サミュエルがあつかう熱の源は周囲の気温だ。だから火災で焼かれた熱気を吸って花開く魔法の威力は桁外れになる。焦点温度は、間違いなく千度を超え鉄すら溶かす焦熱。視界を埋め尽くす発火魔術の花園の、花弁は重なっている。床から奪った炎の熱を、花弁どうしで受け渡させて〝どこか〟へ中継リレーしているのだ。


　燃える床の上で足に大火傷を負い、重いやくざの体を抱きかかえた仁に、サミュエルの術をかわす速度は無い。仁と少女を取り囲んで咲き乱れる、何十という火か妖ようの花が――――――――――――。


　そして炎の夜の最後を締めくくるように、現れたものは紅ぐ蓮れんの大おお渦うず。サミュエルの発火魔術ではない。これこそ魔法使いをおそれさせる《地獄》の、魔炎とも呼ばれる業火だ。この世界の住人、悪鬼デーモンが魔法を破壊するとき、砕けた魔法の破片として放散する、悪鬼自身の目には映らない光の乱舞。


「は、ははっ、……なんで、何も起こらないんすか」


　サミュエルが、仁を、メイゼルを前に放心していた。必殺のはずの魔術に、全員が無傷だったから――。いや、仁たちを牽けん制せいしつつ、あの魔法がサミュエルの抱え続ける《彼の地獄》を体ごと焼き尽くす、人体発火による自殺となったはずだったから。


「なんや……苦しいぞ……ボケ」


　だが仁が抱きあげた腕の中で、人の痛みに無む頓とん着ちやくすぎた最低の男、矢島丈太郎が咳せきこんでいたのだ。


　武原仁は何もしてなどいない。ただ、目を覚ましたこの悪鬼デーモン、矢島に複雑な多重発火魔術が観測され、破壊されただけのことだ。


「人と……愛ってなぁ、こいつはなんの冗談です？」


　サミュエルが〝かいぶつ〟ではなく、生れ落ちて不安な赤ん坊のように顔をゆがめた。


　仁も、男へと、つかれきった、けれど他にどうしようもない笑みを向ける。


「なんだおまえ、泣きながら笑ってんじゃないか。俺の〝勝ち〟ってことだよ」


　内藤家の父は、彼を追い詰めたやくざに発火魔術を破壊されて命を救われた。矢島たちにはしかるべき罰を受けてもらうが、罪人だからこの世から消えればよかったわけではない。愛し合いながら、憎みあいながら、慈しみ深くあるいは残酷に、それでもみんなつながっているのだ。そのつながりは結構捨てたもんじゃないと思うなんて、楽天的すぎてここにいる魔法使いたちに怒られそうだけれど。


「勘弁してくだせえよ旦那。笑ったら、負けなんすか」


　サミュエルの煤だらけの顔にしわをつくっているのは、あの川底の揚田クラリスの、解き放たれた死人の微笑ほほえみではない。生ある者だけに許された、しがらみを引きずった苦い諧謔（ユーモア）だ。


　お姫様抱っこの体勢のまま、矢島がゆでだこのようにゆだった真っ赤な顔で、仁を見あげていた。


「わし、夢の中にいるのんか？」


　元凶の男の安らかさがやるせなくて、仁はよく眠る悪党を床に落とす。打ち所が悪かったか、矢島が再度、気を失った。





†







　そしてプレハブ小屋の火事の炎と煙とを通報されて消防車が到来し、事件は終わった。


　駆けつけたものはもうひとつある。内藤倫子だ。十崎家のママチャリをこいで、髪を振り乱した彼女が、健康サンダル履きのままで、もはやすべての魔法を破壊される夫へ駆け寄った。あの男をただひとり本当に止められるかもしれない彼女が、仁たちのことなどかまわずサミュエルにしがみついた。傷ついた内藤太一も、両親へ転がるようにすがりついた。


　たぶん本当に夜が終わったのは、そのときだったのだろう。





　泣きながら夫婦がかたく抱き合った夜が明けて、翌朝、ごはんを食べにおりて来たメイゼルが、まだ寝たりない様子でトーストにマーマレードを塗りたくっていた。十崎家の掘りごたつに置かれたちゃぶ台は、もう片付けられている。


　内藤一家は都内の《公館》宿舎のひとつを借りてそこに住むことになり、今朝の六時前に出発したのだ。仁も引越しをすこしだけ手伝った。


　洗面所には、きずなが内藤家の小さな子どものために置いた踏み台が、まだ残っていた。内藤家は、確かにここにいたのだ。


　そのきずなも、メイゼル同様、ときおり眠気で意識を飛ばしそうになりながら、卵のサラダをフォークで差している。誘拐事件の残務に追われ、ごたつく前にサミュエルたちを新生活の場へ転居させてやった十崎京香は、今朝五時にようやく仕事を終えて帰ってきた。もちろん今日の仕事は定時にはじまる。個人的に、テーブルに突っ伏していても、なんだかそっとしておいてやりたい気分だ。


「ひどい有様だわ。みんなそろって、だらしないわね」


　内藤家がたった一泊二日しただけで、十崎家の女性たちは全員、力を吸い取られたようだ。


「でもまあ、昨晩はみんな、あんなことがあって疲れてたから、しかたないかしら。サミュエルたちの寝室も、ずいぶん早く電気が消えてたもの」


「わっ、わたし何にも聞いてないですよ！　夜中、全然何にも聞こえませんでしたっ!!」


　きずなが突然の大パニックで完全にわやくちゃになっていた。内藤家は、思春期の女の子からみると恥ずかしいくらい子だくさんな家だった。それだけ罪人サミュエルにぬくもりが必要だったのか、もっと即物的な理由があったのか。彼らは本当に、そう、切ないくらいに人間だった。


　そして京香が、むくりと起きあがって、思い切ったようにコップ一杯の牛乳を一気に飲んだ。


「あー、ごめんね。きずなちゃんの部屋の隣だったっけ、内藤さんたちの寝室」


「きっ、聞こえてません！」


「そういえばあの夫婦、なんだかんだ言っても、ありえないくらい円満だったのよね。結婚八年目なのに、隙すきがあったら子どもの目盗んで手ぇつないでたしー」


　思い返しながら食パンを裂く京香が、微妙にうんざり気味に見えるのは気のせいだろうか。


「あれは愛よね。すっごい見せつけっぷりだったもの」


　メイゼルが、素敵ねと付け加えて、テーブルの上に出ていた仁の手に小さな手を重ねてくる。いつの間に買ったのか、おもちゃの指輪を左手の薬指にはめているのは、おまじないというにもちょっと重い。


　きずなは、真っ赤になった顔を隠すようにマグカップでトマトジュースを飲んでいた。


「……そうだったのか？」


　どうやら何も気づかなかったのは、仁だけらしい。


「武原さん、信じてないですね。本っ当に、昨日の晩の十一時ごろから真夜中の三時まで、隣の壁から何も聞こえなかったんですよ」


　仁は、きずながもしも犯罪に手を染めたら、五分くらいで洗いざらい白状させられると思う。


　まだ微妙に眠そうな幼なじみが、立ち上がった。メイゼルのおもちゃの指輪を、彼女がやさしく見おろす。


「あ、おもちゃの指輪だー？　なつかしー、私もメイゼルちゃんくらいのころ、仁にもらったわー」


　爆弾発言だけを残して、京香のスリッパの足音が玄関へと遠ざかってゆく。そもそも、責められる筋合いなどないはずだ。だが微妙に嗜虐的に目つきが変わった、問い詰めモードのメイゼルが、こつこつと歯痛になりそうな音で掘りごたつのテーブルをたたきはじめたのだ。


「せんせ、大事な話があるからそこに正座してほしいの」





　この世界には、かつて万能の魔法使いがいた。今は誰もが、微妙に額に青筋を立てながら、ままならない自分を抱えている。ひとりで救われるのは大変なのだから、早すぎることも遅すぎることもないから、人は愛について語ろう――つまり寛容さと人類愛。





　小さな魔女は、幼なじみという隣人愛の魔法についての仁の弁明を聞き終えると、微笑ほほえんだまま、かわいらしい指輪をはめた手を強く握った。


「でもせんせ、やくざの人をあんなやさしく抱いたげてキョウカに指輪あげるのが愛なら、あたしの立場は何？」







end
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